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「
小
泉
蘭
斎
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

浦
和
一
五

小
泉
蘭
齋
墓

―

―

―

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
七
八
・
明
治
一
一

北
浦
和

廓
信
寺

一
．
は
じ
め
に

本
墓
碑
は
、
幕
末
ご
ろ
に
浦
和
で
私
塾
を
開
き
、
明
治
に
入
っ
て
新
し
く
作
ら
れ
た
郷
学
校
の
教
師
を

つ
と
め
た
小
泉
蘭
斎
に
つ
い
て
、
そ
の
弟
子
達
が
作
っ
た
墓
碑
で
あ
る
。
筆
子
塚
の
一
種
と
い
っ
て
も
よ

い
。
墓
碑
の
撰
述
は
、
蘭
齋
没
の
六
年
後
で
あ
る
。
さ
い
た
ま
市
指
定
文
化
財
。

○
写
真
１

墓
碑
正
面

○
写
真
２

題
額

○
写
真
３

背
面
「
碑
記
」
部
分
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

◎
題
額

小
泉
蘭
齋
墓

◎
碑
記

蘭
齋
先
生
諱
直
人
通
稱
明
平
小
崎
氏
東
亰
人
為
遠
藤
侯

藩
士
惠
於
同
邸
小
泉
氏
嘉
永
元
年
戊
申
十
月
辭
藩
寓
於

武
州
舫
立
郡
別
狭
村
以
漢
學
教
授
子
弟
旋
移
于
浦
和
驛

尚
加
勉
卅
由
是
遠
近
來
學
者
陸
續
不
絶
明
治
四
年
辛
未

三
月
為
小
學
校
教
師
五
年
壬
申
五
月
十
三
日
病
卒
漁
家

刋
漁
足
立
郡
針
ヶ
谷
村
廓
信
寺
豁
苑
門
人
戮
力
各
出
貲

財
以
建
墓
碑
又
別
附
金
十
圓
同
寺
以
佗
日
為
供
香
花
之

價
實
明
治
十
一
年
戊
寅
五
月
十
三
日
也
竏
書
其
故
摘
其

梗
概
如
此

＊
囲
み
文
字
は
、
剥
落
や
摩
滅
で
今
は
判
読
が
難
し
い
文
字
。
先
行
研
究
に
よ
り
補
っ
た
。

＊
異
体
字
等

○
亰

京
。

○
惠

養
。

○
舫

足
。

○
狭

所
。

○
漁

於
。

○
刋

葬
。

○
竏

因
。

■
訳
注

◎
題
額

小
泉
蘭
齋
墓

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

蘭
齋
先
生
、
諱
直
人
、
通
＊
１

稱
明
平
。
小
崎
＊
２

氏
。
東
京
人
。

爲
遠
藤
侯
藩
士
、
養
於
同
邸
小
泉
氏
。

嘉
永
元
年
戊
申
十
月
、
辭
藩
、
寓
於
武
州
足
立
郡
別
所
村
、
以
漢
學
教
授
子
弟
。

旋
移
于
浦
和
驛
、
尚
加
勉
卅
。

由
是
、
遠
近
來
學
者
、
陸
續
不
絶
。

明
治
四
年
辛
未
三
月
、
爲
小
學
校
教
師
。

五
年
壬
申
五
月
十
三
日
、
病
、
卒
於
家
。

葬
於
足
立
郡
針
ヶ
谷
村
廓
信
寺
豁
苑
。

門
人
戮
力
各
出
貲
財
、
以
建
墓
碑
。
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又
別
附
金
十
圓
同
寺
、
以
佗
日
爲
供
香
花
之
價
。

實
明
治
十
一
年
戊
寅
五
月
十
三
日
也
。

因
書
其
故
、
摘
其
梗
概
如
此
。

○
校
勘

＊
１

「
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
」
は
「
通
」
、
「
浦
和
市
文
化
財
調
査
報
告
書
」
「
浦
和
の
石
ぶ
み
」

は
「
又
」。
幼
名
の
場
合
「
通
称
」
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
「
通
」
と
し
た
。

＊
２

「
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
」
は
「
崎
」
、
「
浦
和
市
文
化
財
調
査
報
告
書
」
「
浦
和
の
石
ぶ
み
」

は
「
泉
」。
現
存
石
碑
で
は
「
崎
」
と
読
め
る
。

●
訓
訳

蘭
齋
先
生
、
諱
は
直
人
、
通
稱
は
明
平
な
り
。
小
崎
氏
。
東
京
の
人
。

い
み
な

遠
藤
侯
の
藩
士
た
り
て
、
同
邸
の
小
泉
氏
に
養
た
り
。

嘉
永
元
年
戊
申
十
月
、
藩
を
辭
し
、
武
州
足
立
郡
別
所
村
に
寓
し
、
漢
學
を
以
て
子
弟
に
教
授
す
。

浦
和
驛
に
旋
移
し
、
尚
ほ
勉
卅
を
加
ふ
。

是
よ
り
、
遠
近
の
來
り
學
ぶ
者
、
陸
續
と
し
て
絶
え
ず
。

明
治
四
年
辛
未
三
月
、
小
學
校
教
師
と
な
る
。

五
年
壬
申
五
月
十
三
日
、
病
み
、
家
に
卒
す
。

し
ゆ
つ

足
立
郡
針
ヶ
谷
村
廓
信
寺
の
豁
苑
に
葬
ら
る
。

門
人
、
力
を
戮
せ
て
各
々
貲
財
を
出
だ
し
、
以
て
墓
碑
を
建
つ
。

あ
は

又
た
別
に
金
十
圓
を
同
寺
に
附
し
、
佗
日
を
以
て
香
花
を
供
す
る
の
價
と
な
す
。

實
に
明
治
十
一
年
戊
寅
五
月
十
三
日
な
り
。

因
り
て
其
の
故
を
書
し
、
其
の
梗
概
を
摘
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

か

●
人
物

○
小
泉
蘭
齋

こ
の
墓
碑
の
他
に
は
、
与
野
鈴
谷
妙
行
寺
に
あ
る
稲
垣
田
龍
の
墓
碑
を
撰
述
し
た
こ
と
く

ら
い
し
か
記
録
が
な
い
。
田
龍
は
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
か
ら
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
。
豪
農
で
、

武
術
家
、
天
文
学
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
蘭
齋
の
墓
碑
の
撰
述
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
。
蘭
齋

の
生
年
に
つ
い
て
、
『
埼
玉
県
教
育
史
』
「
第
二
章
寺
子
屋
一
覧
」
で
は
「
文
化
七
年
」
と
す
る
。
そ
こ

で
は
デ
ー
タ
は
各
市
町
村
か
ら
の
報
告
に
基
づ
く
と
す
る
が
、
そ
れ
以
降
の
浦
和
市
さ
い
た
ま
市
関
連
の

資
料
で
は
、
生
年
不
詳
と
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
生
年
不
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
仮
に
文
化
七

年
の
生
ま
れ
だ
と
す
る
と
、
藩
を
辞
し
た
の
が
、
四
十
九
歳
、
学
校
教
師
と
な
っ
た
の
が
、
七
十
一
歳
、

没
が
七
十
二
歳
と
な
る
。

●
注

○
小
崎
氏

元
の
姓
が
小
崎
で
、
小
泉
氏
の
養
子
と
な
り
、
小
泉
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
遠
藤
侯

侯
は
、
大
名
の
こ
と
。
遠
藤
氏
は
、
も
と
美
濃
郡
上
で
二
万
七
千
石
の
譜
代
大
名
だ
っ
た
が
、

の
ち
に
近
江
三
上
に
移
封
。
四
代
藩
主
胤
富
は
寛
政
二
（
一
七
九
○
）
年
に
、
五
代
藩
主
胤
統
は
文
化
八

た
ね
と
み

た
ね
の
り

（
一
八
一
一
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
家
督
相
続
し
て
い
る
。
小
泉
蘭
齋
が
仕
え
て
い
た
の
は
、
五
代
胤
統
の

時
代
だ
ろ
う
。

○
養

養
子
と
な
る
。



- 4 -

○
同
邸

熟
語
は
な
い
が
、
同
舎
と
類
義
だ
ろ
う
。
同
じ
家
に
住
む
。
三
上
藩
の
江
戸
藩
邸
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
。

○
嘉
永
元
年

西
暦
一
八
四
八
年
。
当
時
の
遠
藤
藩
主
は
五
代
胤
統
。

○
辭
藩

藩
を
辞
去
す
る
、
藩
士
を
や
め
る
こ
と
。

○
寓

寓
居
（
仮
住
ま
い
）
を
構
え
る
。

○
武
州
足
立
郡
別
所
村

現
、
さ
い
た
ま
市
南
区
大
字
別
所
。

○
浦
和
驛

中
山
道
浦
和
宿
。
江
戸
日
本
橋
か
ら
三
番
目
の
宿
。

○
勉
卅

勉
励
。
は
げ
む
、
力
を
尽
く
す
。

○
陸
續

絶
え
間
な
く
続
く
さ
ま
。

○
明
治
四
年

西
暦
一
八
七
一
年
。

○
小
學
校
教
師

小
野
文
雄
は
、
明
治
四
年
に
開
設
さ
れ
た
の
は
郷
学
校
で
あ
り
、
碑
文
で
小
学
校
と
す

る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
昌
平
黌
出
身
の
石
川
直
中
が
校
長
と
な
り
、
蘭
齋
を
含
む
近
隣
の
寺
子
屋

師
匠
た
ち
が
集
め
ら
れ
て
教
師
と
な
っ
た
。

○
卒

享
年
を
記
さ
な
い
の
で
、
蘭
齋
の
生
年
は
不
詳
。

○
豁
苑

墓
地
。

○
佗
日

別
の
日
、
後
の
日
。
墓
碑
建
立
後
の
し
か
る
べ
き
日
。

○
明
治
十
一
年

西
暦
一
八
七
八
年
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
出
自
等
】

蘭
齋
先
生
、
諱
は
直
人
、
通
称
は
明
平
で
あ
る
。
姓
は
元
小
崎
氏
で
、
東
京
出
身
。

近
江
三
上
遠
藤
藩
の
藩
士
で
あ
っ
た
が
、
同
藩
邸
の
小
泉
氏
の
養
子
と
な
っ
た
。

【
藩
を
辞
し
武
州
へ
移
住
し
て
教
授
】

嘉
永
元
年
十
月
、
遠
藤
藩
か
ら
身
を
退
き
、
野
に
降
っ
て
、
武
州
足
立
郡
の
別
所
村
に
寓
居
し
、
漢
学

塾
を
開
い
て
子
弟
に
教
授
し
た
。

の
ち
浦
和
駅
に
居
を
移
し
、
さ
ら
に
教
育
と
研
究
に
努
め
た
。

こ
れ
以
降
、
遠
近
か
ら
蘭
齋
の
も
と
に
来
て
学
ぼ
う
と
す
る
も
の
が
、
絶
え
間
な
く
続
い
た
。

【
郷
学
校
教
師
就
任
】

明
治
四
年
三
月
、
浦
和
県
に
郷
学
校
が
開
か
れ
る
と
、
そ
こ
の
教
師
と
な
っ
た
。

【
逝
去
】

同
五
年
五
月
十
三
日
、
病
気
に
な
り
、
自
宅
で
逝
去
し
た
。

足
立
郡
針
ヶ
谷
村
廓
信
寺
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

【
墓
碑
建
立
の
企
て
】

門
人
た
ち
が
、
力
を
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
資
金
を
拠
出
し
、
墓
碑
を
建
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
金
十
円
を
廓
信
寺
に
寄
附
し
、
後
日
の
香
華
料
と
し
た
。

【
記
事
】

墓
碑
建
立
は
、
明
治
十
一
年
五
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
間
の
経
緯
を
碑
文
と
し
て
撰
述
し
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
こ
こ
に
記
す

三
．
資
料
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（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
化
三
十
（
一
八
三
○
）
年
脱
稿
）
巻
之
一
四
三

◎
針
ヶ
谷
村
：
寺
院

○
廓
信
寺

「
淨
土
宗
、
鴻
巣
宿
勝
願
寺
末
、
正
覺
山
草
樹
院
と
號
す
、
本
尊
は
彌
陀
を
安
ぜ
り
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
脱
稿
）
巻
之
八

◎
針
ヶ
谷
村
：
仏
寺

○
廓
信
寺

「
竪
六
十
五
間
一
分
五
厘
横
三
拾
三
間
面
積
二
千
百
六
十
九
坪
村
の
南
方
に
あ
り
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集

上
』（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
）。

・
小
野
文
雄
『
浦
和
市
文
化
財
調
査
報
告
書

』（
浦
和
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
）。

30

・
浦
和
市
郷
土
文
化
会
『
浦
和
の
石
ぶ
み
』（
さ
き
た
ま
出
版
会
、
一
九
八
八
）。

②
論
文
な
ど

・
小
島
熙
『
浦
和
の
今
昔
』
（
８
庶
民
教
育
（
４
）
寺
子
屋
の
指
導
者
（
イ
）
小
泉
蘭
斎
」
（
草
土
社
、

一
九
六
七
）。
同
「
浦
和
の
今
昔
（

）
一
．
小
泉
蘭
斎
先
生
」
『
う
ら
わ
文
化
』
第

号
（
一
九
六
八
）

22

22

も
同
文
。

以
上

二
○
二
四
年
九
月

薄
井
俊
二
訳
す


